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部局ニュース

　6月28日（土）に、武部　新文部科
学副大臣、日比謙一郎文部科学省医学
教育課長ら4名が、北海道大学病院及
び医学研究院を視察されました。
　はじめに、南須原康行病院長から病
院の現状について説明しました。その
後の意見交換では、行松泰弘理事をは
じめとする関係者が出席し、近年の急
激な物価及び人件費の高騰により大学
病院経営が一層厳しさを増している実
態について活発に意見交換が行われま
した。
　続いて、医療AI研究開発センターに
おける医療AI人材の研究及び育成に関
する取り組みについて、工藤與亮セン

ター長から説明を行い、人材養成や遠
隔画像診断等について意見が交わされ
ました。
　また、陽子線治療センターを視察
し、青山英史センター長らからの本院
の特色や北海道における陽子線治療や
放射線治療医の人材不足の現況などに
ついての説明の後、意見交換が行われ
ました。
　次に、同病院に導入されている手術
支援ロボット「hinotori™」について、
平野　聡教授からの説明の後、実際に
操作を体験するなどの視察が行われま
した。
　その後、医学研究院へ移動し、医学

研究院法医学教室について的場光太郎
教授から説明を行い、北海道における
本学の法医学分野の重要性や死因究明
教育研究センターの設置・活動につい
て意見が交わされました。最後に、医
学研究院長室にて、田中伸哉医学研究
院長らと意見交換が行われました。
　約3時間半の視察でしたが、大学病
院及び医学教育の現状について、現場
の声を直接お伝えする貴重な機会とな
りました。
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　北海道大学は、札幌農学校時代から
米国マサチューセッツ大学アマースト
校（UMass Amherst）との連携を進め
ており、近年では戦略的国際パートナ
ー校としてその研究連携を拡大しよう
としています。農学校連携から始まっ
た繋がりは、造園設計、芝病理、根圏
微生物学における教員のクロスアポイ
ントメントももたらしてきました。両
校共同出資の「2025年北大・UMA合同
研究シードファンド」で採択された8件
の研究申請のうち、「持続可能なブルー
ベリー生産のためのAI駆動精密農業：
ディープラーニングによる成長、収量、
品質、最適収穫時期の予測」に係り、
北方生物圏フィールド科学センターの
星野洋一郎教授が、UMass Amherst
ストックブリッジ農学校のジャンユ・

リ（エクステンション）助教を訪問し
ました。
　両名は2024年秋から数か月以上、オ
ンラインでのやり取りを重ねてきまし
たが、5月19日（月）に初めての顔合わ
せとなり、ストックブリッジ農学校の
ペイジ・ラボとフェルナルド・ホール、
自然科学研究院の共用温室、UMass
作物・動物研究教育農場、コールドス
プリング果樹園を視察しました。マサ
チューセッツ州フルーツ生産者協会の
助成を受け、リ助教が既に作付けして
いる北方栽培種のブルーベリー5種（ブ
ルーゴールド、レカ、チャンドラー、
ノースランド、ラストコール）の生育
状況を確認し、また、それらを扱う生
産者の農園も訪問し意見交換を行いま
した。北大からは国際連携推進本部の

植村妙菜学術主任専門職と環境科学院
博士課程の孟　祥吉さんが帯同し、
UMass農学の社会連携拠点である食
糧・農業・環境センターと、両校果樹
園生産物を使った共同製品開発の可能
性を探り、また、異なる栽培種の気孔
特性比較からの最適収穫時期予測の実
験を行いました。ノースカロライナ州
立大学のエマニュエル・トーレス・ク
エンサダ助教も駆けつけ、ドローンを
使った作物の生育状況確認を示しまし
た。マサチューセッツ州が米国の生産
州2位を誇るクランベリーの活用可能
性も確認する機会となりました。
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